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○杉本内閣府政策統括官 それでは、ちょっと定刻より早いですが、全員おそろいになり

ましたので、第8回原子力防災会議幹事会を開催させていただきたいと存じます。 

 私は、司会を務めます内閣府政策統括官付参事官の杉本と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 最初に、資料の御確認をさせていただきます。 

 座席表、幹事会の議事次第、そして出席者一覧がそれぞれお手元にあろうかと思います。

そしてクリップ止めのもの、こちらが原子力防災会議の資料一式でございます。 

 クリップを外していただきますと、原子力防災会議の議事次第に、あと配布資料一覧、

そして、実際の配布資料として、資料1-1、これがA3の2枚紙でございます。そして、資料

1-2、これが概要版で、5枚紙のA3版になってございます。そして、資料1-3が、A4のポン

チ絵で、128ページの大部になりますが、高浜地域の緊急時対応全体版でございます。そ

してあと、1枚紙の資料2というもので、原子力災害対策マニュアルの改訂というものを準

備させていただいております。 

 以上、何か過不足がございましたら。大丈夫でしょうか。 

 それでは、早速始めさせていただきたいと思います。 

 この原子力防災会議については、今日は幹事会でございますけれども、14日の月曜日に

課長級の連絡会というものを開催させていただき、原子力防災会議で、この資料に基づい

て説明させていただくということについて、日程等も含めて御説明させていただきました。 

 今日は幹事会ということで、平井統括官のほうから御説明させていただきたいと思って

おります。 

 それでは、平井統括官。 

 

（議題１） 

 

○平井内閣府政策統括官 内閣府原子力防災担当の平井でございます。 

 本日は、年末の大変お忙しいところに集まっていただきまして、どうもありがとうござ

いました。 

 座って説明させていただきます。 

 今日の議題は、明日開催予定の第6回原子力防災会議についてでございます。 

 議題につきましては、ここに書いてありますとおり、2点。 
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 1点目が、高浜地域の緊急時対応の確認結果について。もう一点が、原子力災害対策マ

ニュアルの改訂についてでございます。 

 1につきましては、昨日、福井エリア地域原子力防災協議会におきまして、この緊急時

対応について議論いたしました。そこには関係省庁の皆さん方とともに、福井、京都、そ

れから滋賀の副知事、それから、関係市町のそれぞれの副市長あるいは副町長さんの方、

そして関西電力からもオブザーバーとして来ていただきまして、避難計画、緊急時対応に

ついて様々な議論をいたしました。 

 その結果、今日ここにお配りしております資料のとおりでございますが、この計画につ

いて確認していただいたという次第でございます。 

 明日の原子力防災会議でございますが、この緊急時対応について御報告するということ

でございます。 

 いつものとおり官房長官に司会をしていただくことになります。そして、丸川原子力防

災担当大臣から簡単に御説明をいただいたあと、私のほうから、この資料のうち、資料1-

1に基づいて御説明いたします。 

 全体が10分間ということでございますので詳細な説明はできませんが、この資料1-1の、

2枚目に「(参考)高浜地域における広域避難先」というものがございます。高浜地域は皆

さんも御存知のとおり、福井県に所在する原発でございますが、その特徴は、関係する原

子力災害対策重点区域が、福井、京都、そして滋賀県にもまたがるということになってお

ります。 

 また、そこに住んでいらっしゃる人口も、滋賀県は地域的には関わっているんですが、

住んでいる方はいらっしゃいません。一方で福井よりも京都のほうが大きな人口を抱えて

いるため、ここの避難計画というものが大きなポイントになってくる。 

 こういうことを中心に、私のほうから説明させていただきたいと思います。 

 その後、特に実動省庁の閣僚の方から、それぞれの取り組みについて御説明いただくと

いうことでございます。 

 今回、特に防災担当の大臣である河野大臣のほうから複合災害について御説明をいただ

くとともに、実動組織を有する省庁として、防衛、警察、海上保安庁、消防、それぞれか

ら御説明いただくということにしておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 その後、また丸川大臣のほうからお話しいただき、最後に総理のほうからお話しいただ

く。ここにつきましては、プレスオープンの形で、総理の発言をいただくということにし
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ております。 

 その前に、議題2の方でございますが、資料の一番最後に付けております原子力災害対

策マニュアルの改訂についてでございます。 

 原子力災害対策マニュアルにつきましては、改訂を行った場合には、これを原子力防災

会議において報告することとされております。 

 今回は、先の幹事会で、それぞれ決定されたことがございましたので、今回、その改訂

事項について御報告するということでございます。 

 議題2につきましては時間の関係上、説明を省略いたしまして、この資料の配布をもっ

て説明に代えるということにしております。 

 そして、この議題1、2が終わった後に、先ほど申しましたが、総理からプレスオープン

の場でお話をいただくということにしております。 

 大変年が迫って慌ただしいところでございますが、このような形で開催したいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○杉本内閣府政策統括官 ありがとうございます。 

 この資料の中身については、これまでも、連絡会までの間にも各省庁の方々には御意見

もいただき、また、御説明もしてまいったところでございますので、この場では、詳しい

説明は割愛させていただきと思います。 

 以上のところで、何か御質問、御意見等があれば、よろしくお願いいたします。 

 

（なし） 

 

○杉本内閣府政策統括官 よろしゅうございますでしょうか。 

 それでは、明日の原子力防災会議については、夕刻、総理日程の公表に合わせて公表と

なりますので、その旨、御了解いただければと思います。 

 それでは、特に何もないようでございますので、本日の原子力防災会議幹事会を終了さ

せていただきたいと思います。 

 本日は、ありがとうございました。 

 

以上 


